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文責 校長 山本 孝二 

【学校教育目標】 

“ かしこく つよく  

                           さわやかに 伸びゆく子“ 

  

「えがお・ありがとう」の『お別れ集会』  
２月１９日（木）に６年生との「お別れ集会」を実施しました。卒業ま

であと１か月ほどになったこの時期に、これまでの感謝の気持ちを伝

える集会です。５年生が中心となり、代表委員会の話し合いをとおして

全校で準備を進めてくれました。 

各学年からの出し物では、応援・感謝のエール、歌（替え歌も）や合奏、楽しんでもらえるようにとオリジ

ナルの劇等、バラエティに富んだ表現ばかりでした。その中には『ありがとう・がんばって・かっこう良かっ

た・頼もしかった・６年生みたいになりたい・大好き・６年生のことは忘れない・・・』というメッセージがた

くさん表れていました。縦割り班からの６年生一人一人へのプレゼントも心のこもったものでした。どの学

年もよい準備をして臨み、進歩を感じた発表でした。 

最後の６年生の発表では、小学校を振り返っての言葉を一人一人述べてくれました。『自身の成長のこ

と』と『感謝の気持ち』を伝え、その話す表情と態度に胸が熱くなりました。 

お別れ集会を終えると６年生は３月１８日の卒業証書授与式に向かっていきます。１０数日と残り少な

い加津佐小学校生活をより充実させたものにしてくれることを願っています。  

 

 

第２回学校支援会議を開催しました  
今回の「学校支援会議」では、今年度の教育活動について評価をいただき、その後最近の子どもの様

子について情報交換をしました。進んで挨拶をしていることや止まってくれた車へお辞儀をしていること

等、良いお話がありました。また社会体育（地域クラブ化）や家庭での手伝いについて話題が上が

りました。安全面として、道路歩行やスクールバスの状況について気付きをいただきました。貴重な

意見として早速観察指導にあたります。いつもサポートや応援をいただきありがたく思います。 

白砂青松の地で  


